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 社会福祉における福祉テクノロジーの役割



韓国における社会連帯とは

 福祉国家とは、国が全ての人々の生活の質に責任をもつ国家

 福祉国家の中心に社会連帯が存在

 人々の尊重

 人々の尊厳

 福祉国家の実現には、原理と全ての人々の価値に関するパラダイム転換が必
要

 社会連帯があれば可能



コロナ禍

図表2：COVID-19感染者数（報告日・地域別、2019年12月30日～2020年6月7日）
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図表2：直近7日間（8月4日～10日）のCOVID-19感染者数（国・領土・地域別）
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出所：WHO
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©WHO 2020年、転載禁止



コロナ後の新しい常態の時代

▪非接触型・オンラインサービスの加速

▪ コロナ後は、従来の接触型サービスから非接触型サービスへの移行により、オンライ

ン化

▪ ICTの活用による個別化・デジタル化

▪脱グローバル化による自国中心型のエコシステムの構築

▪ 国際的な分業を活用する効率性に価値をおく考え方から、災害から自国を守るための

供給安定に価値をおく考え方への移行

新しい常態：通常とは異なるが、長期的な影響が見込まれ、今後はそれが基準と
なる状況・行動・状態



新しい常態の時代の拡大産業 1

▪ オンラインサービスと配送業の拡大

▪ ICTとAI技術を活用した非接触型サービスの普及

▪ ICTを活用したデジタルコンテンツ産業の拡大

▪ オンライン動画配信サービス産業の成長

▪ 個室で映画やドラマなどのコンテンツを楽しめるオンライン・ストリーミング・プラッ

トフォームの優先

▪ 遠隔治療の拡大とスマート医療サービスの成長

▪ 遠隔治療という非接触型サービスの活用が本格化

▪ 医療産業パラダイムは、治療中心型から予防・診断中心型への移行が可能

▪ ARやVRなどのスマート医療産業が成長



▪ 教育テクノロジーとテレビ会議関連産業の急成長

▪ AI、AR、VR、IoTなどのEラーニングツールを積極的に活用し、効果的な教育コンテンツ

の確保

▪ テレビ会議

新しい常態の時代の拡大産業 2

コロナ禍は社会連帯に影響を与えたか？

2020年1月1日

2020年2月19日現在
ダウ平均株価 29,348

ナスダック 9,817

3月23日(月)

年初比株価 [3月23日現在]

ビデオ会議企業 Zoom＋137％

電子商取引企業 Amazon 0％

ナスダック -24% (18,591)

ダウ平均株価 -35% (6,860)



コロナ禍においてソーシャルワーク分野
の効率性の阻害要因

▪ クライエントに対する直接・接触サービスであることに起因するサービス

の非効率性

▪ クライエントの参加を推進するサービスシステムの利用が不十分

▪ ソーシャルワークに関連する情報の入手しにくさ

▪ サービス提供者側重視の情報・サービス提供

▪ 膨大な事務作業によるサービス格差の発生



新しい常態の時代に適応するための条件

1. コロナ禍の予測可能性・継続性について理解が不十分な状況下で、サービスを
停止ではなく、プランBの策定

 いかに社会連帯を推進することができるか？その方法は？

2. 非接触型サービスとデジタル能力の向上

 社会福祉分野においてデジタル能力の強化

 社会連帯の推進を図るスキル・教育の開発

3. 大規模施設から小規模施設への転換

 強固なネットワークを基盤とする小規模コミュニティシステムの構築

 小さくても強いコミュニティ能力の強化
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社会の変化と福祉テクノロジー

1. 社会福祉に対する需要の増大
▪ 高齢者の増加
▪ 高齢者介護の需要

2. 社会福祉を提供する資源の限界
▪ 少子化による労働人口の減少
▪ グローバルな金融危機
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出発点：多様な技術的な解決策

特殊な技術 複雑な社会問題

人口動態的・社会的・グローバルな課題

社会的イノベーション技術的イノベーション

福祉テクノロジー

今後の韓国社会において予想される急激な変化（超高齢社会、根本的な技術転
換など）の中での生きにくさを最小化するために、通信・ネットワーク化にIC
Tを活用するよう福祉サービスのイノベーション

福祉テクノロジーとは



コロナ後の福祉テクノロジー

 非接触ツールを活用し、個別的・統合的サービスを提供するためのスキル

 心身両面の健康をモニタリングすることにより、社会福祉サービスを利用するクライ

エントへの事前対応

 オンライン緊急・社会福祉情報を提供することにより、多様な福祉サービスの提供

 自ら解決し、自身のニーズと状況を考慮して適切な社会福祉サービスを選択できるク

ライエントの能力向上によってQOLの上昇

 コミュニティにおいてクライエント同士を結び付けるサービスを調整することにより、

社会問題の解決に役立つより多くの機会の提供



コロナ後の福祉テクノロジー

 クライアントの問題を解決する福祉プラットフォームの確立

 福祉プラットフォームを活用してクライアントのニーズを聴取し、関連情報を分析する

ことにより、サービス提供の基盤を整える

 リビングラボを活用してサービス効果の検証

 サービス提供者・利用者が共に参加することにより、スマートなシステムとプラット

フォームを開発する必要と社会連帯の強化



社会福祉分野における福祉テクノロジー：今と今後



一人暮らし高齢者のための
緊急・安全警報サービス

緊急・安全

システム構成図

サービス利用宅
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中央システム

データ収集・救急状況伝達

業務システム
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メンタルヘルス・認知症予防プログラムメンタルヘルス
・認知力

치매 노인VR 콘텐츠
활용

인지재활
필요자

精神健康テスト、認知症編＆ストレス編＆うつ症

時間の見当識 (5点)

場所の見当識 (5点)

記憶力 (6点)

計算力 (5点)

名前合わせ (2点)

真似しておしゃべり
(1点)

実行能力 (3点)

構成能力 (1点)

読み能力 (1点)

理解判断 (1点)s

総点30点

見当識総点10点

記憶及び計算能力
総点11点

理解及び判断能力
総点9点

認知リハビリテーションプログラムエンブレーン－アプリ・
タブレット・PCバージョン/B2B, B2C

精神健康テスト(メンタル
ヘルステスト)とエンブ
レーン(Enbrain)は個人向
け又は機関向け製品で提
供されます。機関向け製
品の場合、ウェブで利用
できます。

VRコンテンツ
の活用

認知症の高齢者

認知リハビリテー
ションを必要と
する人



マジック・ハッピーテーブル認知力・社会生活機能



福祉テクノロジーを基盤とした
コミュニティケア・モデル

サービスシステム

活動量感知器
・ 寝室での活動量を感知し、
救急状況を認知

活動量感知器
・ トイレ及びキッチンでの活動量
を感知し、救急状況を認知

救急呼出機
・ ボタンの動作による救急呼出
機能

・ 救急呼出の際、自動的にテキ
ストメッセージの送信

ドア・センサー
・ 出入口の開け閉めを感
知し、外出状態を認知

シルバー・ケア・フォン
・ ショートカットキーを利用
し、子供との無料通話

・ 119救急呼出

二次

（準救急）集中事例管理

一次

自己管理

公共シルバー住宅による住居支援 公共シルバー住宅による住居支援

老人スマー
トバンドの
着用

AI

スピー
カー

老人スマー
トバンドの
着用

AI

スピー
カー

隣り合い

社会福祉士又は
ケアマネジャー

病院 保健所 薬局 便益
施設

住民セ
ンター

精神健康
センター

三次

救急及び社会的安全網の確保
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▪ 高齢者の認知機能を維持するために福祉テ
クノロジーの活用

▪ 産学官の連携システム

官

学

産

リビングラボ 福祉テクノロジーのリビングラボ



コロナ後の時代にける社会福祉の課題

 福祉テクノロジーを活用し、社会福祉の死角を発見するための事前対応

 福祉テクノロジーを活用し、社会福祉サービスのイノベーション

 非効果的・非効率的なサービス提供システムの変革

 コロナ禍からの回復に向けてオンライン共有型文化活動

 オンライン及びオフラインの教育プログラムの開発・普及

 社会福祉事期間においてモニタリング・危機管理支援システムの構築

 社会連帯を促す提供者・利用者間の協働システムの構築



ありがとうございました。


